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将棋研究ノート 10－2（三宅 弘） 

今江廣道 校訂(1968～79) 『史料纂集』古記録編（公衡公記）続 

群書類従完成会 八木書店 

大内延介(1986)『将棋の来た道 』タイ編 1・2 めこん 

小沢富士夫編集・校訂（2003）『増補改訂 武家家訓・遺訓集成』

（今川了俊制詞 伊勢貞親教訓 早雲寺殿廿一箇条 多胡辰敬

家訓 黒田長政、嫡子忠之訓戒書状 五）ペリカン社 

木村義徳(2001)『持駒使用の謎』 

宮内庁書陵部編（2002～14）『圖所寮叢刊』（看聞日記）1～7 明 

治書院 

黒板勝美 編(1987・88)『新訂増補 国史大系』普及版（吾妻鏡）

吉川弘文館 

国書刊行会 編(1903)『史籍集覧』（二中歴） 

国書刊行会 編(1915)『雑藝叢書』上巻（象棋六種之図式） 

後藤丹治、釜田喜三郎、岡見正雄 監修（1960）『日本古典文学大 

系』34（太平記 1）岩波書店 

滋賀県教育委員会・公益財団法人滋賀県文化財保護協会(2019) 

『塩津港遺跡１』(大川総合流域防災時事業に伴う発掘調査報告

書１) 

清水康二・小栗明彦（1993)「興福寺旧境内」『大和を掘る』1奈 

良県立橿原考古学研究所付属博物館 

清水康二(1994)「将棋伝来についての一試論」『遊戯史研究』6

号 遊戯史研究会 

増補史料大成刊行会 編(1965a)『増補史料大成』第 16巻（長秋記） 

臨川書店 

増補史料大成刊行会 編 (1965b)『増補史料大成』第 23・24巻（台

記 1・2） 臨川書店 

増補史料大成刊行会 編（1965c）『増補史料大成』第 37・38巻（康

富記 1～3） 臨川書店 

増補史料大成刊行会 編（1965d）『増補史料大成』第 44・45巻(宣

胤卿記 1・2) 臨川書店 

続群書類従完成会（1967）『史料纂集』(実隆公記)  八木書店  

高橋隆三・小泉宜右 校訂（1971）『史料纂集』(教覚私要鈔)第 1 

 続群書類従完成会 八木書店 

続群書類従完成会（1973）『史料纂集』全 1巻 古文書編(元長卿

記)  八木書店 

飯倉晴武 校訂（2000・02・06）『史料纂集』(親長卿記 1～3) 続

群書類従完成会 八木書店 

竹内理三 編（1963）『平安遺文』古文書編 第 7巻（寺の備品目

録） 東京堂 

竹内理三 編（1964）『平安遺文』古文書編 第 9巻（4892僧文覚

起請文） 東京堂 

竹内理三 編（1974）『鎌倉遺文』古文書編 第 6 巻(4328 大和海

龍王寺規制・4767宗性起請文)  東京堂 

玉井幸助 校注(1954)『健寿御前日記』日本古典全書 朝日新聞社 

東京大学史料編纂所 編（1957）『大日本古記録』（上井覚兼日記 

下 伊勢守心得書）岩波書店 

東京大学史料編纂所 編（1959～87）『大日本古記録』（言経卿記）

1～12 岩波書店 

豊田武・沼田睦・飯倉晴武 校訂（1969～1995）『史料纂集』(言

国卿記第 1～第 8) 続群書類従完成会 八木書店 

芳賀登 監修（2001）『日本道徳教育叢書』第 6巻 日本図書セン

ター(児教訓)

橋本政宣 校訂（2014）『史料纂集』（兼見卿記）第 1～3 古記

録編 八木書店 

塙保己一・太田藤四郎 編(1927)『群書類聚』第二十七輯上 釈 

家部（4892神護寺旧記）続群書類従完成会 

塙保己一 編(1932a) 『群書類従』第九輯 文筆部・消息部（異

制庭訓往来）群書類従完成会 

塙保己一 編(1932b) 『群書類従』第二十六輯 雑部（花営三代

記）群書類従完成会 

早川純三郎編（1914）『言継卿記』第 1～3 国書刊行会 

藤原定家 (1970)『明月記』第 1～3（明月記）国書刊行会 

増川宏一（1977)『将棋Ⅰ』ものと人間の文化史 23法政大学出版 

 局 

増川宏一(1985)『将棋Ⅱ』ものと人間の文化史 23－Ⅱ 法政大学

出版局 

三宅弘(2019)「将棋史研究ノート 10－1 ―日本における博打と将

棋の関わり その 1―」『紀要』 公益財団法人滋賀県文化財保

護協会 

村山修一(2006)『普通唱導集 翻刻・解説』法蔵館 

（みやけ ひろし：保存活用課 主任技師） 

滋賀県行政文書で見る「近江の考古学黎明期」（田井中洋介） 

滋賀県行政文書で見る「近江の考古学黎明期」 

                                    
田井中 洋介 

1.はじめに 

筆者が担当し、滋賀県立安土城考古博物館（以下、安土

博と略す）で平成 31 年（2019）2 月 8 日から 4 月 7 日ま

で開催した第 59 回企画展「近江の考古学黎明期」は、近

江風土記の丘が開設された昭和 45 年（1970）以前の滋賀

県における発掘・発見史をたどる内容であった（安土博

2019）。展示資料としては、考古遺物と並んで、滋賀県等

が所蔵する行政文書に着目し、滋賀県のホームページ上で

公開されている歴史的文書の目録を手がかりに、埋蔵文化

財の発掘・発見に関する記事の検索に努めた。その結果、

明治初期から昭和 20 年代にかけての滋賀県行政文書中に、

多くの注目すべき史料を確認することができた。 

展覧会では滋賀県所蔵の公文書 5 冊を借用して展覧に

供したほか、展覧会図録に写真等を掲載して内容を紹介し

たが、一般向けの展覧会およびその図録において、公文書

に書かれた内容の全文を紹介することは困難であり、ごく

一部分の紹介にとどめざるを得なかった。しかしながら、

滋賀県行政文書における埋蔵文化財発掘・発見に関する記

録を考古学史研究の史料として広く活用していくために

は、全文を活字化するなどの資料化を図ることが必要と考

え、まずは本稿において明治、大正、昭和期から各 1 件の

文書群を取り上げて紹介するものである。 

具体的には、明治 23 年（1890）の蒲生郡竜王町におけ

る山面銅鐸発見、大正 6 年（1917）の守山市立入町におけ

る古墳発見、昭和 23 年（1948）の大津市滋賀里遺跡発掘

調査に関する文書の内容を紹介し、「近江の考古学黎明期」

を概観してみたい。 

 

2.明治年間の遺物発見資料 ―竜王町山面銅鐸― 

文書の内容を紹介する前に、『文化財保護法五十年史』

（文化庁 2001）に基づいて、明治前半期に新政府が行っ

た文化財保護に関する施策をみておきたい。 

明治 4 年に「古器旧物保存方」の太政官布告を行い、管

下の社寺等に古器旧物の類を書き上げさせて、各府県から

大蔵省および文部省に申達させたことが新政府による文

化財保護施策の嚆矢とされる。埋蔵文化財に関する施策と

しては、明治 7 年に「古墳發見ノ節届出方」（太政官達第

59 号）、明治 13 年には「人民私有地内古墳等發見ノ節届

出方」（宮内省達乙第 3 号）が発出され、古墳発見に際し

て届け出ることとされている。また、明治 10 年 9 月 27 日

付けの内務省達甲第 20 号により、遺失物取扱規則第 6 条

の規定による埋蔵物発見の手続きがとられる物品のうち

に古代の沿革を徴するものがあった場合には、処分の前に

内務省（明治 19 年以降は宮内省）へ届け出て検査を受け

るべきこととし、物品によっては国が相当の対価をもって

購入し、永く博物館へ陳列することとしている（1）。 

これらの施策により、明治年間には古墳発掘や考古遺物

の発見に際して地元から届出が行われ、滋賀県行政文書に

はその記録が多く残されている。最も著名な野洲市大岩山

銅鐸 14個が明治 14年に発見された一件についての文書は

今回確認することができなかったが、これに近い時期の資

料として、明治 15 年の米原市山津照神社古墳、長浜市松

尾宮山古墳群、野洲市大岩山古墳群（円山古墳・甲山古墳）、

同 16 年の大津市羽栗古墳などの発見記録を確認すること

ができた（安土博 2019）。 

本稿では、考古遺物発見から帝国博物館（現在の東京国

立博物館）に収蔵されるに至るまでの経緯を辿ることがで

きる良好な資料として、明治 23 年の竜王町山面銅鐸発見

に関する一連の資料（簿冊記号：明す 630）を取り上げて

紹介したい。なお、山面銅鐸 2 個は、現在も東京国立博物

館に収蔵されている。 

【資料１】として翻刻を示したとおり、本件に関わる公

文書は①～⑫の 12 種を確認できた。これらは必ずしも年

月日順に綴られておらず、翻刻は概ね年月日順に並び替え

て提示したものである。ちなみに、現在綴られているのは

⑩⑨⑧⑦⑥④③②①⑤⑪⑫の順である。これらは、滋賀県

庁の担当部局に保管されていた文書であるため、他機関か

ら収受した文書は公印がある正本であるのに対して、発出

した文書は回議時点の内部文書である点には留意が必要

である。朱印および朱書での書き込み部分は、ゴシック体

で表記することとした。なお、明治前半期の公文書は、楷

書で記された読み易いものがある一方、江戸時代以来の難

解な崩し字のものも少なくない。浅学ゆえの誤読もあると

思うが、少々の憶測を交えて翻刻したものである点はご理

解いただきたい。 

さて、経緯を順に見ていくと、銅鐸発見が警察本部保安

課から県の庶務課に報告されたのは、明治 23 年 3 月 28 日

のことであった（①）。「蒲生郡鏡山村大字山面小字髙塚ト

称スル村有山地」において、砂防工事施工中に「寳鐸」2

個が掘り出されたものである。滋賀県から宮内大臣に同年
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5 月 19 日付けで上申された文書②には、写真２のような

銅鐸の図が添付されていて、「髙壱尺五分/長口徑五寸」「髙

七寸二分/長口徑四寸七分」と寸法の記入もある。6 月 3

日には宮内大臣から滋賀県に「發堀品當省帝國博物館ヘ差

出スベシ」との回答（③）があり、銅鐸 2 個は 7 月 17 日

付けで逓送された（④）。なお、この時点で「髙壱尺五分

口徑五寸」を測る大きい方の銅鐸は「生鉄製」と材質が誤

認されていたようである。その後、銅鐸 2 個を 15 円で買

い上げることが帝國博物館から示され、滋賀県と帝國博物

館との間のやり取りが続いたのち、一連の文書は明治 24

年 6 月 30 日付けの蒲生郡鏡山村長から滋賀県知事あての

領収証（⑫）が提出されて終わっている。なお、⑫の冒頭

に記された文書番号部分は、簿冊の綴じ部分にあたるため

読解できず、１文字欠字とした。 

ちなみに、この頃の初任給（月俸）は巡査が 8 円（明治

24 年）、小学校教員も同じく 8 円（明治 30 年）なので（週

刊朝日 1988）、銅鐸 2 個の代金 15 円を現在の貨幣価値に

換算すると 30 万円前後であろう。 

なお、梅原末治（1893～1983）氏の著書『銅鐸の研究』

（梅原 1927）には、当銅鐸は村名から採って「鏡山銅鐸」

という名称で紹介されている。その中で、島田貞彦（1889

～1946）氏が発見者の向田彌藏氏に聴いた話として、「發

見地は砂防の西南側の丘陵の頂部に近い地表下約一尺の

ところであって、鐸は大小重なって鈕を上にして立て〻埋

没していた。で初めは一個のみと考えたが洗ってみるに及

んで中になお一個の小鐸のあるのを知った。」と記してい

る（梅原 1985 の 204 頁）。この話は、今回確認した滋賀県

行政文書には記されていない内容である点は付言してお

きたい。 

 

3.大正年間の古墳発見資料 

―守山市大塚古墳・寺山古墳― 

浜田耕作（1881～1938）氏が京都帝国大学に国内初の考

古学講座を開設したのは大正 5 年（1916）のことである。

明治 10 年にエドワード・S・モース（1838～1925）が大森

貝塚を発見して調査を行って以来、日本で芽吹いてきた考

古学がようやく根付いたと言えるのは、この頃のことであ

ろう。大正 6 年に現在の守山市立入町において古墳が発見

され、当時まだ満 23 歳だった京都帝国大学助手の梅原末

治氏が現地調査を行った一件についての公文書類は、当時

の古墳発見に際してのやり取りをうかがい知れる資料で

ある。本件については滋賀県行政文書のほか、守山市公文

書館にも提出書類の写や、梅原末治氏の手紙が保管されて

いる（写真 4、安土博 2019・田井中 2019・守山市誌編さ

ん委員会 2005）。 

滋賀県行政文書（簿冊記号：明す 177）として綴られて

いるページ順に翻刻して【資料２】に掲載したが、内容か

ら①～⑥に分けて記した。地元の守山署長が警察部長あて

に報告した⑤によれば、大塚（王塚）と称される墳丘を「本

月（※2 月）七日ヨリ該丘ヲ取毀チ堤防工事ノ盛土」に使

用するため崩していたところ、「「石槨」ニ使用シタル石ノ

如キモノ」や土器の破片、埴輪などが発見されたという。

このため、同月 25 日に史蹟調査のため守山町へ来た京都

帝国大学の中村直勝文学士と師範学校教諭の小島捨市氏

らに調査してもらったが不明であったため、「京都大學ノ

古墳専門家梅原某氏出張調査スル筈ナリ」と改めて報告し

た文書が⑥である。 

その後、3 月 9 日に内務部長から野洲郡長に宛てて、必

要事項を記した古墳発見の届出を行うよう通喋がなされ

（④）、6 月 4 日の再度の通喋（③）を経て、地主等から

守山町役場、野洲郡役所を経由して滋賀県に提出された

「古墳発堀御届」（②）は、滋賀県知事名で宮内大臣に上

申された（①）。①は上申された日付の記載を欠くが、大

正 6 年 9 月 7 日付けで提議された文書である。 

「古墳発堀御届」によれば、古墳は「大正六年参月弐日」

に「野洲郡守山町大字立入第弐百八拾九番字大塚」と「野

洲郡守山町大字立入第貮百九拾五番字大塚」で発掘され、

前者は「古墳土器ノ破片埴輪等」を発見、後者は「古墳石

造構造」が破壊された状況で発見されたと記し、その後に

現地を調査した梅原末治氏の報文「近江國野洲郡守山町大

字立入古墳調査報告」（【資料２】では報文を割愛）と、発

掘地点および周辺の状況を図示した絵図が 2 枚添付され

ている（写真３）。梅原氏は『考古學雜誌』に現地調査の

報文を掲載しているが（梅原 1917）、ここに添付されてい

る報文がそれである。守山市公文書館所蔵文書中には、梅

原氏が 3 月 20 日に地元に送った手紙が保管されており、

手紙の中で梅原氏は調査報告が遅れていることを詫びる

とともに、研究結果を雑誌に発表する予定であることを述

べている。なお、梅原氏の報文では、前者の古墳を寺山古

墳、後者を大塚古墳と称しているが、氏の報文以外の箇所

には寺山古墳という名称は登場しない。 

ちなみに、守山市公文書館にある写では、写真４にある

とおり埴輪等の出土遺物を描いた図も「古墳発堀御届」に

綴られているが、滋賀県行政文書では添付されていなかっ

た。また、滋賀県行政文書では、図（写真３上参照）に「發

堀地」と書かれた紙を貼った修正が行われている点も付記

しておく。 

 

4.昭和 20 年代の遺跡発掘資料 ―大津市滋賀里遺跡― 

アジア・太平洋戦争における昭和 20 年（1945）の敗戦

により、日本の歴史学は大きな変革期を迎えた。皇国史観

に縛られていた昭和初期と異なり、戦後の日本史研究にお

いては、考古学的な発掘調査などによって先史・古代社会

を実証的に解明していこうという潮流が盛んとなった。滋

賀県においても、昭和 20 年代には若手考古学者たちによ

る発掘調査が多くの遺跡で行われている。その嚆矢といえ
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るのが、昭和 23 年に行われた大津市滋賀里遺跡の発掘調

査である。 

滋賀里遺跡は、国鉄による湖西線建設に伴って大規模な

発掘調査が昭和 46年から 47年にかけて実施されたのが有

名であるが（滋賀県教委 1973）、その後も数多くの地点で

調査が積み重ねられ、近畿地方における縄文時代晩期土器

の標識遺跡として知られている。その最初の発掘調査が昭

和 23 年のことであり、調査担当者は京都大学考古学研究

室に在籍していた坪井清足（1921～2016）氏であった。調

査内容は坪井氏によって概要が紹介されている程度で（坪

井 1951）、調査報告書が刊行されていないため詳しい状況

は不明である。 

ここで紹介する文書は、この昭和 23 年の発掘調査に関

するもので、簿冊記号：昭せ 74 として滋賀県行政文書の

中にある。「滋賀里遺蹟調査に関する件報告」という標題

で、昭和 23 年 2 月 27 日付けで滋賀県知事から文部省社会

教育局長あてに、同年 1 月 25 日と 2 月 1 日に行われた調

査の概要を中間報告した文書の起案である。「滋賀里遺蹟

調査報告」本文は罫紙 5 ページ分あり、これに調査位置を

示す図が 1 枚付されている（写真５）。本文の内容は【資

料３】として翻刻したとおりである。 

この報文では、昭和 22 年 8 月に「地表面に散乱する土

器、石器類に滋賀里町居住塚本権右エ門氏が注目」し、「こ

れらを採取して県に報告した」という。特に、採取された

遺物には弥生式土器のみならず、縄文式土器も含まれてい

たことが注目されている。その後、昭和 23 年初頭におい

て再び、前回よりも「やゝ南方の地点において縄文系遺物

を多数採取したという報告」があり、調査を京都大学考古

学教室に依頼し、1 月 25 日に試掘が試みられた。この調

査で「多数の土器その他を包含する層を発見」し、「この

土器包含層の調査完了まで毎日曜毎に試掘を行うことゝ

し現在までに二回これを行った。」と記されている。1 月

25 日の第 1 回発掘では「東西約六間半、南北約四間のト

レンチ」が掘削され、出土した土器は数点の亀ケ岡式土器

の破片を含む縄文末期のもので、石器としては石槍・石

斧・石鏃・石槌・石棒等があったという。この結果を受け

て、第 2 回発掘が 2 月 1 日に行われ、「長さ約一寸三分」

の「玦状耳飾」などが出土している。 

ここで、これまで断片的に紹介されてきた発掘調査の概

要をお浚いしておきたい。坪井清足氏が『日本考古学年報』

（坪井 1951）に記した調査概要によれば、所在地は「大

津市滋賀里町立オサ」、調査期日は昭和 23 年の「1 月 25

日から 3 月 15 日まで」である。また、「遺跡は戦時中海軍

飛行場建設のため表土が削られて、包含層を露出し、戦後

当地の蒐集家塚本権右衛門氏により発見された。本年初頭、

同飛行場が農地開放のため個人に割当られることになり、

早急に調査を必要としたので、主として休日を利用して教

室より数名が現場に至り、他の協力者と共に発掘を行っ

た。」と記されている。その位置については「滋賀里部落

の東南、江若鉄道滋賀駅の北約 200ｍにある。」とされて

いる。 

湖西線建設に伴う発掘調査報告書（滋賀県教委 1973）

には「旧海軍施設の農地開放に先がけて、1948 年（昭和

23）の初頭に京都大学考古学研究室は滋賀里遺跡を調査し

た。」（同書 11 ページ）とあるが、「1948 年の調査地点が、

今回の調査地区のどこに対応するものなのか、具体的には

明らかでない。」（同書 44 ページ註 2）とも記していると

おり、かつての調査地点については当時明らかでない部分

があったらしい。遺跡発見の経緯については、湖西線の報

告書では「西田弘氏より教示を受けた。」として、「戦時中、

海軍飛行場に付属する兵舎建設のために、付近一帯は地な

らしがおこなわれ、それによって包含層が露出したものと

思われる。戦後、この兵舎の撤去によって再び地表にあら

われた包含層が、地元の蒐集家塚本権右衛門氏によって発

見された。」と記されている。 

 その後、坪井清足氏は滋賀里遺跡の発掘調査について、

「塚本さん（２）は、戦後、元々の所有地であった滋賀里の

海軍の飛行場の跡地を返してもらったわけですが、海軍の

時、田圃の面を削ってしまったため砂地が現われ、その一

部分に土器が出ていました。それを見せていただいたら、

今まで見たことがないような晩期の縄文土器だというこ

とで、小林先生のほか、私と九州大学の岡崎敬さん、平安

女学院の先生をしておられた岡田芳三郎先生の主に三人

で、一生懸命掘りました。」「昭和二十二年（一九四七年）

から三年の冬休みに発掘したわけです。」「滋賀里遺跡では

V 字型の溝を十数メートル掘り（以下略）」といった内容

を語っている（坪井 1994）。 

 これらの既知の記述内容に対して、今回紹介する滋賀県

行政文書によって明らかになった点としては、添付された

略地図によって、これまで明示されてこなかった発掘調査

地点およびその前年 8 月の「遺物拾得地点」の位置を知る

ことができた点が重要である。発掘調査地点は江若鉄道の

東側、滋賀駅の北側にドットされている（３）。また、「昨夏

遺物拾得地点」は、さらに北に描かれている。この図は縮

尺が明記されていない略図であるため、描かれている道路

や鉄道路線などとの位置関係により推測するしかないが、

現在の地図に発掘調査地点を重ねてみると、安土博 2018

掲載図（図 1 参照）に示された調査地点（図中の 1）は、

概ね正しい位置を示しているようである。 

今回紹介した文書は、あくまでも中間報告として記され

た内容であり、最終の結果報告に関する資料を確認できな

かった点は残念である。滋賀県行政文書は、主に昭和 20

年頃以前の文書が整理されて滋賀県指定文化財となり、目

録が公開されているものであるため、これ以降の時期の文

書検索は現時点で容易でないが、今後、機会を見つけて再

調査してみたい。 
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5.おわりに 

以上、3 件の滋賀県行政文書を紹介しつつ、昭和 20 年

代までの滋賀県における考古学史を極めて大まかに眺め

てみた。 

近年、行政文書の保存・公開について注目が集まってい

るが、考古学史研究においても重要な史料として今後活用

が図られるべきものと考えられる。本稿が、そのきっかけ

となれば幸いである。 
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るのが、昭和 23 年に行われた大津市滋賀里遺跡の発掘調

査である。 

滋賀里遺跡は、国鉄による湖西線建設に伴って大規模な

発掘調査が昭和 46年から 47年にかけて実施されたのが有

名であるが（滋賀県教委 1973）、その後も数多くの地点で

調査が積み重ねられ、近畿地方における縄文時代晩期土器

の標識遺跡として知られている。その最初の発掘調査が昭

和 23 年のことであり、調査担当者は京都大学考古学研究

室に在籍していた坪井清足（1921～2016）氏であった。調

査内容は坪井氏によって概要が紹介されている程度で（坪

井 1951）、調査報告書が刊行されていないため詳しい状況

は不明である。 

ここで紹介する文書は、この昭和 23 年の発掘調査に関

するもので、簿冊記号：昭せ 74 として滋賀県行政文書の

中にある。「滋賀里遺蹟調査に関する件報告」という標題

で、昭和 23 年 2 月 27 日付けで滋賀県知事から文部省社会

教育局長あてに、同年 1 月 25 日と 2 月 1 日に行われた調

査の概要を中間報告した文書の起案である。「滋賀里遺蹟

調査報告」本文は罫紙 5 ページ分あり、これに調査位置を

示す図が 1 枚付されている（写真５）。本文の内容は【資

料３】として翻刻したとおりである。 

この報文では、昭和 22 年 8 月に「地表面に散乱する土

器、石器類に滋賀里町居住塚本権右エ門氏が注目」し、「こ

れらを採取して県に報告した」という。特に、採取された

遺物には弥生式土器のみならず、縄文式土器も含まれてい

たことが注目されている。その後、昭和 23 年初頭におい

て再び、前回よりも「やゝ南方の地点において縄文系遺物

を多数採取したという報告」があり、調査を京都大学考古

学教室に依頼し、1 月 25 日に試掘が試みられた。この調

査で「多数の土器その他を包含する層を発見」し、「この

土器包含層の調査完了まで毎日曜毎に試掘を行うことゝ

し現在までに二回これを行った。」と記されている。1 月

25 日の第 1 回発掘では「東西約六間半、南北約四間のト

レンチ」が掘削され、出土した土器は数点の亀ケ岡式土器

の破片を含む縄文末期のもので、石器としては石槍・石

斧・石鏃・石槌・石棒等があったという。この結果を受け

て、第 2 回発掘が 2 月 1 日に行われ、「長さ約一寸三分」

の「玦状耳飾」などが出土している。 

ここで、これまで断片的に紹介されてきた発掘調査の概

要をお浚いしておきたい。坪井清足氏が『日本考古学年報』

（坪井 1951）に記した調査概要によれば、所在地は「大

津市滋賀里町立オサ」、調査期日は昭和 23 年の「1 月 25

日から 3 月 15 日まで」である。また、「遺跡は戦時中海軍

飛行場建設のため表土が削られて、包含層を露出し、戦後

当地の蒐集家塚本権右衛門氏により発見された。本年初頭、

同飛行場が農地開放のため個人に割当られることになり、

早急に調査を必要としたので、主として休日を利用して教

室より数名が現場に至り、他の協力者と共に発掘を行っ

た。」と記されている。その位置については「滋賀里部落

の東南、江若鉄道滋賀駅の北約 200ｍにある。」とされて

いる。 

湖西線建設に伴う発掘調査報告書（滋賀県教委 1973）

には「旧海軍施設の農地開放に先がけて、1948 年（昭和

23）の初頭に京都大学考古学研究室は滋賀里遺跡を調査し

た。」（同書 11 ページ）とあるが、「1948 年の調査地点が、

今回の調査地区のどこに対応するものなのか、具体的には

明らかでない。」（同書 44 ページ註 2）とも記していると

おり、かつての調査地点については当時明らかでない部分

があったらしい。遺跡発見の経緯については、湖西線の報

告書では「西田弘氏より教示を受けた。」として、「戦時中、

海軍飛行場に付属する兵舎建設のために、付近一帯は地な

らしがおこなわれ、それによって包含層が露出したものと

思われる。戦後、この兵舎の撤去によって再び地表にあら

われた包含層が、地元の蒐集家塚本権右衛門氏によって発

見された。」と記されている。 

 その後、坪井清足氏は滋賀里遺跡の発掘調査について、

「塚本さん（２）は、戦後、元々の所有地であった滋賀里の

海軍の飛行場の跡地を返してもらったわけですが、海軍の

時、田圃の面を削ってしまったため砂地が現われ、その一
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今まで見たことがないような晩期の縄文土器だというこ

とで、小林先生のほか、私と九州大学の岡崎敬さん、平安

女学院の先生をしておられた岡田芳三郎先生の主に三人
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から三年の冬休みに発掘したわけです。」「滋賀里遺跡では

V 字型の溝を十数メートル掘り（以下略）」といった内容

を語っている（坪井 1994）。 

 これらの既知の記述内容に対して、今回紹介する滋賀県

行政文書によって明らかになった点としては、添付された

略地図によって、これまで明示されてこなかった発掘調査

地点およびその前年 8 月の「遺物拾得地点」の位置を知る

ことができた点が重要である。発掘調査地点は江若鉄道の

東側、滋賀駅の北側にドットされている（３）。また、「昨夏

遺物拾得地点」は、さらに北に描かれている。この図は縮

尺が明記されていない略図であるため、描かれている道路

や鉄道路線などとの位置関係により推測するしかないが、

現在の地図に発掘調査地点を重ねてみると、安土博 2018

掲載図（図 1 参照）に示された調査地点（図中の 1）は、

概ね正しい位置を示しているようである。 

今回紹介した文書は、あくまでも中間報告として記され

た内容であり、最終の結果報告に関する資料を確認できな

かった点は残念である。滋賀県行政文書は、主に昭和 20

年頃以前の文書が整理されて滋賀県指定文化財となり、目

録が公開されているものであるため、これ以降の時期の文

書検索は現時点で容易でないが、今後、機会を見つけて再

調査してみたい。 
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御
中 

    

⑫ 

□
第
七
二
号 

 
 
 
 
 

領
収
証 

一
金
拾
五
円
也 

 

但
宝
鐸
御
買
上
代 

右
正
ニ
受
領
仕
リ
候
也 

 

明
治
二
十
四
年
六
月
三
十
日 

 
 
 
 

蒲
生
郡
鏡
山
村
長 

 
 
 
 
 
 
 

徳
永
幸
祐[

滋
賀
縣/

蒲
生
郡
鏡
山
村
長 

/

徳
永
幸
祐] 

滋
賀
縣
知
事
大
越
亨
殿 
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【【
資資
料料
２２
】】  

① 
 
 
 
 
 
 
 

知
事 

宮
内
大
臣
宛 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

古
墳
発
見
ニ
関
ス
ル
件 

左
記
上
申
候
也 

縣
下
野
洲
郡
守
山
町
大
字
立
入
地
先
堤
防 

工
事
ノ
為
土
砂
採
取
中
同
所
字
大
塚
ニ 

於
テ
古
墳
ト
可
被
認
モ
ノ
発
掘
セ
シ 

旨
届
出
候
處
的
確
ナ
ル
徴
証
ヲ
得
ズ
事 

蹟
判
明
不
致
候
ヘ
共
別
紙
及
進 

達
候
条
御
査
覈
ノ
上
何
分
ノ
御
指
揮
相 

成
度 

                   

 

②
郡
役
所/

大
正
六
年
八
月
廿
九
日
発
送 

  
 
 
 
 
 
 

守
山
町
役
場 

第
三
五
九
号 

大
正
六
年
八
月
二
三
日
収
受 

大
正
〃
年
〃
月
〃
日
発
送 

 

古
墳
発
堀
御
届 

野
洲
郡
守
山
町
大
字
立
入
第
弐
百
八
拾
九
番 

字
大
塚 

一
田
反
別
壱
反
参
畝
五
歩 

内
山
林
反
別
弐
拾
参
歩 

明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
四
日
山
林
削
除
出
願 

聽
許 

右
地
所
私
所
有
地
ニ
シ
テ
往
古
ヨ
リ
大
塚
ト
稱
シ 

一
ノ
小
丘
地
ニ
有
之
候
處
守
山
町
大
字
立
入
地
先 

堤
防
工
事
盛
土
ニ
使
用
採
取
致
候
處
古
墳
土
器 

ノ
破
片
埴
輪
等
発
見
候
間
別
紙
京
都
大
学 

文
科
考
古
學
教
室
梅
原
末
治
出
張
詳
細 

調
査
相
成
候
ニ
付
該
冩
及
発
掘
場
所
地
図 

相
添
此
段
及
御
届
候
也 

大
正
六
年 

 
 
 
 
 

八
月
弐
拾
参
日 

 
 
 
 
 

栗
太
郡
葉
山
村
大
字
出
庭 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
主
國
松
喜
左
衛
門 

 
 
 
 
 

野
洲
郡
守
山
町
大
字
立
入 

 
 
 
 
 
 
 
 

発
掘
人 

 
 

奥
村
喜
助 

 

滋
賀
縣
知
事
池
松
時
和
殿 

  
 
 
 
 
 

記 

一
、
発
見
ノ
年
月
日
及
場
所 

大
正
六
年
参
月
弐
日
守
山
町
大
字
立
入 

字
大
塚 

一
、
発
掘
品
ノ
品
質
形
状
個
数 

品
質
土
製
ニ
シ
テ
別
紙
記
載
ノ
通
リ 

一
、
発
掘
品
ノ
模
写
図 

 
 

別
紙
ノ
通
リ 

一
、
発
掘
地
ノ
図
面
其
地
名
並
ニ
近
傍
ノ
字
名
等 

 
 

別
紙
ノ
通
リ 

一
、
発
掘
前
ノ
形
状 

元
山
林
地
ニ
シ
テ
髙
三
尺
位
ノ
小
丘
草
生
ノ
現
状
ナ 

リ
シ
モ
開
墾
シ
テ
目
下
田
地
ナ
リ 

一
、
口
碑
傳
設
並
ニ
徴
証
ト
ナ
ル
ベ
キ
記
録
等
ア
レ
ハ 

 
 

其
冩 名

勝 白
菊
ノ
里 

本
村
旧
ト
白
菊
ノ
里
ト
称
ス
往
時
後
白
川
法
皇 

白
菊
ヲ
此
地
ニ
叡
覽
ア
リ
法
皇
三
位
俊
成
ニ
勅 

シ
テ
國
詩
ヲ
詠
ゼ
シ
ム
其
歌
ニ
曰
ク 

 
 
 
 

う
つ
ろ
は
て
立
入
村
ノ
白
菊
は 

さ
て
い
く
秋
の
露
霜
お
か
ん 

 
 

村
老
相
傳 

 
 

後
白
川
法
皇
此
地
ニ
立
入
ラ
セ
シ
故
立
入
村
ト
ヨ
メ
リ 

是
レ
ヨ
リ
立
入
村
ノ
名
称
起
レ
リ
ト
又
村
ノ
巽
方
三 

丁
許
ニ
シ
テ
一
小
丘
ア
リ
樹
木
鬱
葱
タ
リ 

此
ヲ
王
塚
ト
稱
ス
此
四
囲
大
石
ヲ
以
テ
構
周
ス 

中
世
其
石
ヲ
発
ケ
リ
傳
ヘ
云 

法
皇
暫
ク
此
地
ニ
居
給
フ
ト 

  

－ 72 －



【【
資資
料料
２２
】】  

① 
 
 
 
 
 
 
 

知
事 

宮
内
大
臣
宛 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

古
墳
発
見
ニ
関
ス
ル
件 

左
記
上
申
候
也 

縣
下
野
洲
郡
守
山
町
大
字
立
入
地
先
堤
防 

工
事
ノ
為
土
砂
採
取
中
同
所
字
大
塚
ニ 

於
テ
古
墳
ト
可
被
認
モ
ノ
発
掘
セ
シ 

旨
届
出
候
處
的
確
ナ
ル
徴
証
ヲ
得
ズ
事 

蹟
判
明
不
致
候
ヘ
共
別
紙
及
進 

達
候
条
御
査
覈
ノ
上
何
分
ノ
御
指
揮
相 

成
度 

                   

 

②
郡
役
所/

大
正
六
年
八
月
廿
九
日
発
送 

  
 
 
 
 
 
 

守
山
町
役
場 

第
三
五
九
号 

大
正
六
年
八
月
二
三
日
収
受 

大
正
〃
年
〃
月
〃
日
発
送 

 

古
墳
発
堀
御
届 

野
洲
郡
守
山
町
大
字
立
入
第
弐
百
八
拾
九
番 

字
大
塚 

一
田
反
別
壱
反
参
畝
五
歩 

内
山
林
反
別
弐
拾
参
歩 

明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
四
日
山
林
削
除
出
願 

聽
許 

右
地
所
私
所
有
地
ニ
シ
テ
往
古
ヨ
リ
大
塚
ト
稱
シ 

一
ノ
小
丘
地
ニ
有
之
候
處
守
山
町
大
字
立
入
地
先 

堤
防
工
事
盛
土
ニ
使
用
採
取
致
候
處
古
墳
土
器 

ノ
破
片
埴
輪
等
発
見
候
間
別
紙
京
都
大
学 

文
科
考
古
學
教
室
梅
原
末
治
出
張
詳
細 

調
査
相
成
候
ニ
付
該
冩
及
発
掘
場
所
地
図 

相
添
此
段
及
御
届
候
也 

大
正
六
年 

 
 
 
 
 

八
月
弐
拾
参
日 

 
 
 
 
 

栗
太
郡
葉
山
村
大
字
出
庭 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
主
國
松
喜
左
衛
門 

 
 
 
 
 

野
洲
郡
守
山
町
大
字
立
入 

 
 
 
 
 
 
 
 

発
掘
人 

 
 

奥
村
喜
助 

 

滋
賀
縣
知
事
池
松
時
和
殿 

  
 
 
 
 
 

記 

一
、
発
見
ノ
年
月
日
及
場
所 

大
正
六
年
参
月
弐
日
守
山
町
大
字
立
入 

字
大
塚 

一
、
発
掘
品
ノ
品
質
形
状
個
数 

品
質
土
製
ニ
シ
テ
別
紙
記
載
ノ
通
リ 

一
、
発
掘
品
ノ
模
写
図 

 
 

別
紙
ノ
通
リ 

一
、
発
掘
地
ノ
図
面
其
地
名
並
ニ
近
傍
ノ
字
名
等 

 
 

別
紙
ノ
通
リ 

一
、
発
掘
前
ノ
形
状 

元
山
林
地
ニ
シ
テ
髙
三
尺
位
ノ
小
丘
草
生
ノ
現
状
ナ 

リ
シ
モ
開
墾
シ
テ
目
下
田
地
ナ
リ 

一
、
口
碑
傳
設
並
ニ
徴
証
ト
ナ
ル
ベ
キ
記
録
等
ア
レ
ハ 

 
 

其
冩 名

勝 白
菊
ノ
里 

本
村
旧
ト
白
菊
ノ
里
ト
称
ス
往
時
後
白
川
法
皇 

白
菊
ヲ
此
地
ニ
叡
覽
ア
リ
法
皇
三
位
俊
成
ニ
勅 

シ
テ
國
詩
ヲ
詠
ゼ
シ
ム
其
歌
ニ
曰
ク 

 
 
 
 

う
つ
ろ
は
て
立
入
村
ノ
白
菊
は 

さ
て
い
く
秋
の
露
霜
お
か
ん 

 
 

村
老
相
傳 

 
 

後
白
川
法
皇
此
地
ニ
立
入
ラ
セ
シ
故
立
入
村
ト
ヨ
メ
リ 

是
レ
ヨ
リ
立
入
村
ノ
名
称
起
レ
リ
ト
又
村
ノ
巽
方
三 

丁
許
ニ
シ
テ
一
小
丘
ア
リ
樹
木
鬱
葱
タ
リ 

此
ヲ
王
塚
ト
稱
ス
此
四
囲
大
石
ヲ
以
テ
構
周
ス 

中
世
其
石
ヲ
発
ケ
リ
傳
ヘ
云 

法
皇
暫
ク
此
地
ニ
居
給
フ
ト 

  

 

古
墳
発
掘
御
届 

野
洲
郡
守
山
町
大
字
立
入
第
貮
百
九
拾
五
番 

字
大
塚 

一
、
山
林
反
別
四
畝
四
歩 

右
地
所
私
所
有
地
ニ
シ
テ
往
古
ヨ
リ
大
塚
ト
称
シ
一
ノ
小
丘
地 

ニ
有
之
候
處
守
山
町
大
字
立
入
地
先
堤
防
工
事
盛
土 

ニ
使
用
採
掘
致
候
處
古
墳
石
造
構
造
ノ
破
壊
セ
シ 

遺
存
発
見
候
間
別
紙
京
都
大
学
文
科
考
古
學 

教
室
梅
原
末
治
出
張
詳
細
調
査
相
成
候
ニ
付
該 

冩
及
発
掘
場
所
地
図
添
付
此
段
及
御
届
候
也 

大
正
六
年
八
月
弐
拾
参
日 

 
 
 
 
 
 

野
洲
郡
守
山
町
大
字
立
入 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
主 

中
川
常
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 

滋
賀
縣
知
事
池
松
時
和
殿 

  
 
 
 
 
 

記 

一
発
見
ノ
年
月
日
及
場
所 

大
正
六
年
参
月
弐
日
守
山
町
大
字
立
入 

字
大
塚 

一
、
発
掘
品
ノ
品
質
形
状
個
数 

 

第
二
図
ノ
通
リ 

品
質
形
状
等
ハ
図
面
説
明
ノ
通
リ 

一
、
発
掘
品
ノ
模
写
図 

 
 
 
 

別
紙
ノ
通
リ 

一
、
発
掘
地
ノ
図
面
其
地
名
並
ニ
近
傍
ノ
字
名
等 

 
 

別
紙
ノ
通
リ 

一
、
発
掘
前
ノ
形
状 

元
山
林
地
ニ
シ
テ
髙
三
尺
位
ノ
小
丘
草
生
ノ
現
状
ナ
リ
シ 

 
 

モ
開
墾
シ
テ
目
下
田
地
ナ
リ 

一
、
口
碑
傳
説
並
ニ
徴
証
ト
ナ
ル
ベ
キ
記
録
等
ア
レ
ハ 

 
 

其
冩 

 

名
勝 白

菊
ノ
里 

本
村
旧
ト
白
菊
ノ
里
ト
称
ス
往
時
後
白
河
法
皇 

白
菊
ヲ
此
地
ニ
叡
覽
ア
リ 

 
 

法
皇
三
位
俊
成
ニ
勅
シ
テ
國
詩
ヲ
詠
セ
シ
ム 

其
歌
ニ
曰
ク 

ウ
ツ
ロ
ハ
テ
立
入
村
ノ
白
菊
ハ 

サ
テ
イ
ク
秋
ノ
露
霜
オ
カ
ン 

 
 

村
老
相
傳
フ 

 
 

後
白
川
法
皇
此
地
ニ
立
入
ラ
セ
シ
故
立
入
村
ト
ヨ
メ
リ 

是
レ
ヨ
リ
立
入
村
ノ
名
称
起
レ
リ
ト
又
村
ノ
巽
方 

三
丁
許
ニ
シ
テ
一
小
丘
ア
リ
樹
木
鬱
葱
タ
リ 

此
レ
ヲ
王
塚
ト
称
ス
此
四
囲
大
石
ヲ
以
テ
構
周
ス 

中
世
其
石
ヲ
発
ケ
リ
ト
傳
云 

法
皇
暫
ク
此
ノ
地
ニ
居
玉
フ
ト 

（
※
「
近
江
國
野
洲
郡
守
山
町
大
字
立
入
古
墳
調
査
報
告
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[

本
稿
で
は
割
愛]

） 

 
（
※
図
２
枚
あ
り[

写
真
３
参
照]

） 

             

 

③ 
 
 
 
 
 
 

大
正
六
年
六
月
四
日 

 
 
 
 
 
 
 

内
務
部
長 

 
 

野
洲
郡
長 

 
 

古
墳
發
見
ニ
關
ス
ル
件 

左
記
通
喋
候
也 

貴
郡
守
山
町
大
字
立
入
中
川
常
吉
所
有
ニ
属 

ス
ル
俗
ニ
大
塚
ト
称
ス
ル
小
丘
地
ニ
於
テ
石
槨 

及
土
器
ノ
破
片
等
発
見
セ
シ
趣
ニ
就
テ
ハ
至 

急
届
書
提
出
セ
シ
メ
ラ
レ
度
様
本
年
三
月 

九
日
付
教
発
第
八
一
号
ヲ
以
テ
及
通
喋
置
候 

處
今
ニ
何
等
申
出
無
之
実
條
速
ニ
届
出
候
様 

御
厳
達
相
成
度 

                  

－ 73 －



 

④ 
 
 
 
 
 

大
正
六
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

内
務
部
長 

 
 

野
洲
郡
長 

 
 

古
墳
發
見
ニ
関
ス
ル
件 

左
記
通
喋
候
也 

貴
郡
守
山
町
大
字
立
入
中
川
常
吉
所
有
ニ
属
ス
ル 

俗
ニ
大
塚
ト
称
ス
ル
小
丘
地
ニ
於
テ
堤
防
工
事 

盛
土
採
掘
中
石
槨
及
土
器
ノ
破
片
埴
輪 

小
壺
等
発
見
セ
シ
趣
就
テ
ハ
古
墳
関
係
ノ
口 

 
 
 
 
 

碑
流
傳
ノ
場
所
ハ
猥
ニ
発
掘
不
相
成
旨
明
治 

七
年
五
月
第
三
八
七
号
布
達
相
成
居
候
ニ
自
侭 

ニ
採
掘
ス
ル
ガ
如
キ
不
都
合
ノ
次
第
ニ
候
條
該 

地
所
有
者
篤
ト
厳
戒
ノ
上
発
掘
地
ハ
勿
論
附
近
ニ 

古
墳
ト
相
見
ヘ
候
箇
所
ア
ラ
ハ
共
ニ
発
掘
ヲ
差
止
メ 

明
治
九
年
四
月
乙
第
四
六
号
布
達
ノ
次
第
モ 

有
之
左
記
事
項
ヲ
具
シ
至
急
可
届
出
旨
御 

示
達
相
成
度 

 
 
 
 
 

記 

一
発
見
ノ
年
月
日
及
場
所 

一
発
掘
品
ノ
品
質
形
状
個
数 

一
発
掘
品
ノ
模
写
圖
ヲ
添
付
シ
寸
尺
詳
細
記
入
ノ
事 

一
発
掘
地
ノ
圖
面
ヲ
添
付
シ
其
地
名
並
ニ
近
傍
ノ
字
名 

 
 

等
詳
細
記
入
ノ
事 

一
発
掘
前
ノ
形
状
ニ
付
詳
記
ノ
事 

一
口
碑
傳
説
並
徴
証
ト
ナ
ル
ヘ
キ
記
録
等
ア
レ
ハ
其
ニ
添 

 
 

付
ヲ
要
ス 

一
地
主
並
ニ
発
掘
人
（
住
所
明
記
）
連
署
ノ
事 

一
届
書
始
メ
總
テ
正
副
二
通
提
出
ノ
事 

 
 
 
 
 
 

以
上 

 

 

⑤ 
 
 
 

守
山
署
長
（
六
年
二
月
廿
三
日
） 

 
 

警
察
部
長
殿 

 
 
 

古
墳
発
見
ニ
関
ス
ル
件 

 
 
 
 

守
山
町
大
字
立
入
二
九
〇
番 

 
 
 
 

山
林
四
畝
歩
ノ
小
丘 

高
サ
二
丈 

 
 
 
 

所
有
者
仝
所 

中
川
常
吉 

右
ハ
二
百
年
前
迄
ハ
王
塚
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
ガ
后
王 

塚
ト
称
ス
ル
ハ
畏
レ
多
キ
為
大
塚
ト
称
シ
傳
説
セ
シ
モ
ノ 

ニ
有
之
候
処
所
有
者
ハ
本
月
七
日
ヨ
リ
該
丘
ヲ
取 

毀
チ
堤
防
工
事
ノ
盛
土
ニ
使
用
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
崩 

壊
約
半
ヨ
リ
多
数
ノ
「
石
槨
」
ニ
使
用
シ
タ
ル
石
ノ 

如
キ
モ
ノ
（
長
サ
四
尺
巾
三
尺
位
ノ
モ
ノ
）
及
土
器
ノ
破 

片
発
見
シ
且
埴
輪
ノ
足
様
ノ
モ
ノ
ヲ
発
見
シ
タ
ル 

旨
届
出
タ
リ
町
有
志
ハ
幸
ヒ
来
廿
五
日
京
都
帝 

国
大
学
ヨ
リ
中
村
文
學
士
及
当
縣
師
範
学
校
教 

諭
史
蹟
調
査
ノ
タ
メ
来
町
セ
ラ
ル
ゝ
ニ
付
該
発 

見
物
ノ
鑑
定
方
ヲ
交
渉
ス
ル
筈
ニ
有
之
候 

右
為
念
及
報
告
候
也 

            

 

⑥ 
 
 

守
山
警
察
署
長 

警
察
部
長
殿 

古
墳
發
堀
ノ
件 

兼
テ
報
告
致
置
候
古
墳
發
堀
ノ
件
ニ
付
テ
其 

後
仝
場
所
ヨ
リ
約
四
拾
間
北
方
ノ
小
丘
ヲ
發
掘 

シ
タ
ル
ニ
埴
輪
円
筒
及
高
サ
約
二
尺
直
径
約
一
尺 

ノ
山
東
省
経
壺
ト
オ
ボ
シ
キ
物
及
小
壺
等
発 

見
シ
タ
リ
而
シ
テ
昨
日
文
學
士
中
村
直
勝
、
師
範 

學
校
教
諭
小
島
捨
市
彦
根
中
學
教
諭
等 

調
査
シ
タ
ル
モ
不
明
ニ
テ
不
日
京
都
大
學 

ノ
古
墳
専
門
家
梅
原
某
氏
出
張
調
査
ス
ル 

筈
ナ
リ 

右
報
告
候
也 
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④ 
 
 
 
 
 

大
正
六
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

内
務
部
長 

 
 

野
洲
郡
長 

 
 

古
墳
發
見
ニ
関
ス
ル
件 

左
記
通
喋
候
也 

貴
郡
守
山
町
大
字
立
入
中
川
常
吉
所
有
ニ
属
ス
ル 

俗
ニ
大
塚
ト
称
ス
ル
小
丘
地
ニ
於
テ
堤
防
工
事 

盛
土
採
掘
中
石
槨
及
土
器
ノ
破
片
埴
輪 

小
壺
等
発
見
セ
シ
趣
就
テ
ハ
古
墳
関
係
ノ
口 

 
 
 
 
 

碑
流
傳
ノ
場
所
ハ
猥
ニ
発
掘
不
相
成
旨
明
治 

七
年
五
月
第
三
八
七
号
布
達
相
成
居
候
ニ
自
侭 

ニ
採
掘
ス
ル
ガ
如
キ
不
都
合
ノ
次
第
ニ
候
條
該 

地
所
有
者
篤
ト
厳
戒
ノ
上
発
掘
地
ハ
勿
論
附
近
ニ 

古
墳
ト
相
見
ヘ
候
箇
所
ア
ラ
ハ
共
ニ
発
掘
ヲ
差
止
メ 

明
治
九
年
四
月
乙
第
四
六
号
布
達
ノ
次
第
モ 

有
之
左
記
事
項
ヲ
具
シ
至
急
可
届
出
旨
御 

示
達
相
成
度 

 
 
 
 
 

記 

一
発
見
ノ
年
月
日
及
場
所 

一
発
掘
品
ノ
品
質
形
状
個
数 

一
発
掘
品
ノ
模
写
圖
ヲ
添
付
シ
寸
尺
詳
細
記
入
ノ
事 

一
発
掘
地
ノ
圖
面
ヲ
添
付
シ
其
地
名
並
ニ
近
傍
ノ
字
名 

 
 

等
詳
細
記
入
ノ
事 

一
発
掘
前
ノ
形
状
ニ
付
詳
記
ノ
事 

一
口
碑
傳
説
並
徴
証
ト
ナ
ル
ヘ
キ
記
録
等
ア
レ
ハ
其
ニ
添 

 
 

付
ヲ
要
ス 

一
地
主
並
ニ
発
掘
人
（
住
所
明
記
）
連
署
ノ
事 

一
届
書
始
メ
總
テ
正
副
二
通
提
出
ノ
事 

 
 
 
 
 
 

以
上 

 

 

⑤ 
 
 
 

守
山
署
長
（
六
年
二
月
廿
三
日
） 

 
 

警
察
部
長
殿 

 
 
 

古
墳
発
見
ニ
関
ス
ル
件 

 
 
 
 

守
山
町
大
字
立
入
二
九
〇
番 

 
 
 
 

山
林
四
畝
歩
ノ
小
丘 

高
サ
二
丈 

 
 
 
 

所
有
者
仝
所 

中
川
常
吉 

右
ハ
二
百
年
前
迄
ハ
王
塚
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
ガ
后
王 

塚
ト
称
ス
ル
ハ
畏
レ
多
キ
為
大
塚
ト
称
シ
傳
説
セ
シ
モ
ノ 

ニ
有
之
候
処
所
有
者
ハ
本
月
七
日
ヨ
リ
該
丘
ヲ
取 

毀
チ
堤
防
工
事
ノ
盛
土
ニ
使
用
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
崩 

壊
約
半
ヨ
リ
多
数
ノ
「
石
槨
」
ニ
使
用
シ
タ
ル
石
ノ 

如
キ
モ
ノ
（
長
サ
四
尺
巾
三
尺
位
ノ
モ
ノ
）
及
土
器
ノ
破 

片
発
見
シ
且
埴
輪
ノ
足
様
ノ
モ
ノ
ヲ
発
見
シ
タ
ル 

旨
届
出
タ
リ
町
有
志
ハ
幸
ヒ
来
廿
五
日
京
都
帝 

国
大
学
ヨ
リ
中
村
文
學
士
及
当
縣
師
範
学
校
教 

諭
史
蹟
調
査
ノ
タ
メ
来
町
セ
ラ
ル
ゝ
ニ
付
該
発 

見
物
ノ
鑑
定
方
ヲ
交
渉
ス
ル
筈
ニ
有
之
候 

右
為
念
及
報
告
候
也 

            

 

⑥ 
 
 

守
山
警
察
署
長 

警
察
部
長
殿 

古
墳
發
堀
ノ
件 

兼
テ
報
告
致
置
候
古
墳
發
堀
ノ
件
ニ
付
テ
其 

後
仝
場
所
ヨ
リ
約
四
拾
間
北
方
ノ
小
丘
ヲ
發
掘 

シ
タ
ル
ニ
埴
輪
円
筒
及
高
サ
約
二
尺
直
径
約
一
尺 

ノ
山
東
省
経
壺
ト
オ
ボ
シ
キ
物
及
小
壺
等
発 

見
シ
タ
リ
而
シ
テ
昨
日
文
學
士
中
村
直
勝
、
師
範 

學
校
教
諭
小
島
捨
市
彦
根
中
學
教
諭
等 

調
査
シ
タ
ル
モ
不
明
ニ
テ
不
日
京
都
大
學 

ノ
古
墳
専
門
家
梅
原
某
氏
出
張
調
査
ス
ル 

筈
ナ
リ 

右
報
告
候
也 

【【
資資
料料
３３
】】（
發
送
第
八
六
號 

昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
七
日
／
起
案
昭
和
23
年
２
月
16
日
） 

滋
賀
里
遺
蹟
調
査
に
関
す
る
件
報
告 

さ
き
に
伺
済
の
大
津
市
滋
賀
里
町
石
器
時
代
遺
蹟
の
調
査
に
関
し 

そ
の
概
要
を
別
紙
の
通
り
と
り
あ
え
ず
報
告
致
し
ま
す
。 

第
二
案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知
事 

 
 

文
部
省
社
会
教
育
局
長
宛 

管
下
大
津
市
滋
賀
里
町
所
在
石
器
時
代
遺
蹟
の
調
査
に
関
し
、
と
り
あ 

え
ず
そ
の
概
要
を
別
紙
の
通
り
報
告
致
し
ま
す
。 

追
っ
て
詳
細
な
る
報
告
は
調
査
完
了
の
上
提
出
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

   

滋
賀
里
遺
蹟
調
査
報
告 

一
．
所
在 

 
 

大
津
市
滋
賀
里
町
の
湖
辺
部
南
北
約
二
粁
に
亘
る 

地
域
（
旧
滋
賀
海
軍
航
空
隊
用
地
を
中
心
と
し
て
） 

二
．
発
掘
ま
で
の
経
過 

 
 
 
 

こ
の
地
域
は
戦
事
中
そ
の
大
部
分
を
海
軍
航
空
隊
用
地
に 

収
用
さ
れ
、
当
時
敷
地
地
均
し
中
に
土
器
そ
の
他
の
遺
物
が 

出
土
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
詳
し
く
は
明
ら
か
で
な
い
。 

 
 
 
 
 

終
戦
後
こ
の
地
域
の
一
部
が
開
放
さ
れ
地
元
民
の
耕
作
が
行 

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
際
そ
の
地
表
面
に
散
乱
す
る 

土
器
、
石
器
類
に
滋
賀
里
町
居
住
塚
本
権
右
エ
門
氏
が
注
目
、 

こ
れ
ら
を
採
取
し
て
県
に
報
告
し
た
の
が
昨
年
八
月
で
あ
っ
た
。 

同
氏
拾
得
の
遺
品
を
見
る
に
弥
生
式
土
器
の
み
な
ら
ず 

従
来
こ
の
地
方
か
ら
未
だ
発
見
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
縄
文
式 

土
器
を
も
含
み
、
こ
の
遺
蹟
の
價
値
の
並
々
な
ら
ぬ
こ
と
を 

認
め
た
が
、
当
時
耕
作
物
の
関
係
上
そ
れ
以
上
の
調
査
を
行
う
こ
と 

が
出
来
ず
最
近
に
至
っ
た
。 

 
 
 
 
 

そ
の
后
、
今
年
初
頭
に
お
い
て
再
び
前
記
塚
本
氏
が
さ
き
に
拾
得
せ 

る
地
点
の
や
ゝ
南
方
の
地
点
に
お
い
て
縄
文
系
遺
物
を
多
数 

採
取
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
こ
ゝ
に
お
い
て
諸
種
の
事
情
を 

考
慮
し
て
早
急
な
る
現
地
調
査
の
必
要
を
痛
感
し
、
大 

津
市
に
連
絡
、
協
力
を
得
て
、
調
査
を
京
大
考
古
学
教
室 

に
依
頼
し
、
一
月
二
十
五
日
一
応
の
試
掘
を
試
み
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
結
果
、
多
数
の
土
器
そ
の
他
を
包
含
す
る
層
を
発
見
、 

調
査
を
続
行
す
る
の
必
要
を
感
じ
、
関
係
者
協
議
の
上
、 

こ
の
土
器
包
含
層
の
調
査
完
了
ま
で
毎
日
曜
毎
に
試
掘
を
行 

う
こ
と
ゝ
し
現
在
ま
で
に
二
回
こ
れ
を
行
っ
た
。 

 
 

 

三
．
発
掘
経
過 

第
一
回
発
掘 

 
 
 

第
一
回
発
掘
は
一
月
二
十
五
日
江
若
鉄
道
志
賀
駅
近
辺 

の
比
較
的
縄
文
土
器
の
多
數
に
散
布
す
る
地
を
選
び
、
東 

西
約
六
間
半
、
南
北
約
四
間
の
ト
レ
ン
チ
を
穿
っ
た
の
で 

あ
る
が
、
南
北
の
ト
レ
ン
チ
よ
り
多
く
の
遺
物
を
出
し
、
東 

西
の
ト
レ
ン
チ
に
あ
っ
て
は
湖
岸
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
そ
の 

含
有
量
を
少
く
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
そ
の
主
力
を
南 

北
の
ト
レ
ン
チ
に
向
け
第
一
回
の
発
掘
を
進
め
た
。
そ
の 

出
土
品
の
主
た
る
も
の
は
土
器
で
い
ず
れ
も
縄
文
末
期 

に
属
し
、
大
和
の
宮
滝
・
肥
後
の
御
領
の
出
土
土
器
と
そ 

の
類
似
を
見
、
そ
の
内
數
点
は
亀
ケ
岡
式
土
器
の
破
片 

を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
石
器
と
し
て
は
石
槍
・
石
斧
・
石
鏃
・ 

石
槌
・
石
棒
等
で
こ
れ
亦
縄
文
末
期
に
属
す
る
も
の
で
あ 

っ
た
。
尚
こ
の
他
に
猪
・
鹿
の
獣
骨
及
び
歯
等
を
見
た
。 

 
 
 

か
く
し
て
第
一
回
発
掘
は
予
想
外
の
好
結
果
を
も
た
ら
し
こ
ゝ 

で
こ
の
地
点
の
調
査
を
さ
ら
に
続
行
す
る
事
と
決
し
た
の
で 

あ
る
。 

第
二
回
発
掘 

 
 
 
 
 

 

第
二
回
発
掘
は
二
月
一
日
午
前
九
時
よ
り
開
始
し
た
。
第
一 

回
発
掘
の
南
北
ト
レ
ン
チ
を
西
方
に
向
っ
て
約
一
間
進
め
、 

一
方
東
西
ト
レ
ン
チ
は
第
一
回
発
掘
に
よ
っ
て
好
結
果
を
も
た 

ら
さ
な
か
っ
た
故
、
同
方
向
に
五
十
米
間
隔
、
方
一
間
の 

壺
掘
を
三
ヶ
所
な
し
た
が
殆
ん
ど
出
土
品
を
見
ず
、
こ
の
壺 

掘
に
よ
っ
て
大
体
今
の
地
点
が
当
時
の
水
際
で
あ
る
か
の
如
き 

感
じ
を
受
け
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
南
北
ト
レ
ン
チ
出
土
品 

は
第
一
回
発
掘
品
と
ほ
ゞ
同
様
の
も
の
を
見
た
の
で
あ
っ
た
が 

新
た
に
出
土
し
た
遺
物
と
し
て
は
玦
状
耳
飾
一
、
骨
器
（
尖 

頭
器
）
一
、
そ
れ
に
凹
石
で
玦
状
耳
飾
は
長
さ
約
一
寸
三
分
非 

常
に
優
秀
な
も
の
で
あ
る
。
骨
器
は
長
さ
三
寸
五
分 

大
体
以
上
が
今
ま
で
の
発
掘
次
第
で
あ
る
が
二
回
の
調
査
に
よ
っ
て 

こ
の
包
含
層
の
推
定
約
半
分
の
調
査
を
了
っ
た
と
考
へ
ら
れ
、 

尚
続
行
の
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
判
明
す
る
所
今
の
発
掘
地
点
に 

は
殆
ん
ど
縄
文
末
期
の
出
土
品
の
み
で
未
だ
一
片
の
弥
生
式
の
出
土 

品
を
見
な
か
っ
た
。 

（
※
図
あ
り[

写
真
５
参
照]
） 
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